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[主張]　旅の美しさ醜さ[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　門 (もん)を出 (いづ)ればこれ旅 (たび)です。否 (いな)、人 (じん)生 (せい)一生 (せう)これ旅 (たび)です。吾等 (ら)は[footnoteRef:2]すべての道徳 (どうとく)は これ旅 (たび)の道徳 (どうとく)といふべきでせう。然 (しか)るに多 (おほ)くの人 (ひと)達 (たち)は旅 (たび)の恥 (はじ)は掻 (か)き棄 (す)てといふ氣 (き)持 (もち)で旅 (たび)をしてゐますね。なんとさもしい、あさましい心 (こころ)掛 (が)けでせう。 [2: 「吾等は」は単行本『同胞に寄す』では削除されている。] 

　今 (いま)や初 (しよ)夏 (か)新 (しん)緑 (りよく)で正 (まさ)に旅 (たび)のシーズンです。学 (がく)生 (せい)たちの遠 (えん)足 (そく)、修 (しう)學 (がく)旅 (りよ)行 (こう)、日 (にち)曜 (よう)祝 (しゆく)祭日 (び)のハイキングや家 (か)族 (ぞく)連 (つ)れのピクニック、または朝夕 (あさゆう)の散策 (さんさく)といつたやうに、實 (じつ)に旅 (たび)の行 (こう)樂 (らく)の永 (なが)いお節 (せつ)句 (く)のやうなものです。尤 (もつと)も農 (のう)夫 (ふ)を除 (のぞ)いての話 (はなし)ではあるが……。
　旅 (たび)は享 (けう)樂 (らく)であると 同 (どう)時 (じ)に保 (ほ)健のためにもなります。しかし諸君 (しよくん)、旅 (たび)は修 (しう)行 (ぎやう)であることも忘 (わす)れてはなりませぬ。自 (し)然 (ぜん)や人 (にん)情 (ぜう)の美 (うつく)しさを味 (あじ)はふのが享 (けう)樂 (らく)であるとすれば、自 (し)然 (ぜん)や人 (にん)間 (げん)の努 (ど)力 (りよく)のありがたさ、情 (なさ)けを感 (かん)ずる處 (ところ)に、修 (しう)行 (ぎやう)がある譯 (わけ)です。自 (し)然 (ぜん)や人 (じん)生 (せい)は美 (び)であると同 (どう)時 (じ)に 道 (どう)徳 (とく)です。宗 (しう)教 (けう)です。吾等 (ら)は風景 (ふうけい)麗 (うるわ)しき山 (やま)や 野 (の)原 (はら)に歩 (あゆ)み入 (い)る時 (とき)に 神 (かみ)の宮 (みや)に參 (まゐ)る 忝 (かたじけ)ないおそれおほい氣 (き)持 (もち)になることを忘 (わす)れますまい。
　かゝる美 (うつく)しさが樂 (たの)しめるのは 神 (かみ)の御 (み)惠 (めぐみ)みであることを忘 (わす)れますまい。同 (どう)時 (じ)に吾 (われ)等 (ら)に秩 (ちつ)序 (じよ)と平 (へい)和 (わ)を與 (あた)へたまふ大 (おほ)君 (きみ)の 御 (み)惠 (めぐみ)みを忘 (わす)れますまい。そしてよく神 (かみ)を敬 (うやま)ひ 大 (おほ)君 (きみ)に仕 (つか)へまつりつゝ、總 (すべ)ての人生 (じんせい)の道 (みち)を開 (かい)拓 (たく)した 祖 (そ)先 (せん)や同 (どう)胞 (ほう)衆 (しゆ)生 (ぜう)の恩 (おん)を忘 (わす)れますまい。これだけのことは 一生 (せう)涯 (がい)、行住 (じゆう)坐 (ざ)臥 (ぐわ)忘 (わす)れてはならぬことでは ありますが、しかし日 (にち)常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)や勞役 (えき)の忙 (いそが)しさ[で] 往 (おう)々忘 (わす)れがちになるのは 悲 (かな)しいことであつても、又 (また)已 (や)むを得 (え)ないことであります。しかし 旅 (たび)の場 (ば)合 (あい)はそれと違 (ちが)つて、すべての日 (にち)常 (ぜう)の 煩 (わづら)はしさから離 (はな)れて、のんびり、ゆつたりした 氣 (き)持 (もち)でゐられるのですから、かゝる折 (おり)にこそ 吾等 (ら)は清 (きよ)い靜 (しず)かな心 (こころ)で、しんみりと、神 (かみ)や大 (おほ)君 (きみ)や祖 (そ)先 (せん)や 同 (どう)胞 (ほう)の御 (ご)恩 (おん)を感 (かん)じ味 (あじ)はひ、感 (かん)謝 (しや)する純 (じゆん)粹 (すい)な生 (せい)活 (くわつ)が 出 (で)來 (き)るのです。そして子 (こ)供 (ども)達 (たち)にも、身 (み)をもつて 範 (はん)を示 (しめ)して、これらの御 (ご)恩 (おん)に對 (たい)する深 (ふか)い 感 (かん)謝 (しや)を植 (う)ゑ付 (つ)けることが出來 (でき)るのです。
　野 (の)山 (やま)の一草 (そう)一木 (ぼく)も愛 (あい)しませう。大 (だい)事 (じ)にしませう。山 (やま)火 (くわ)事 (じ)の起 (おこ)らぬやう火 (ひ)を慎 (つつし)みませう。食 (しよく)事 (じ)の跡 (あと)など綺 (き)麗 (れい)に掃 (そう)除 (じ)して、後 (あと)から來 (く)る人 (ひと)達 (たち)の喜 (よろこ)びを損 (そこ)ねないやうに心 (こころ)掛 (が)けませう。醜 (みにく)い身 (み)装 (なり)や言 (げん)動 (どう)で折 (せつ)角 (かく)旅 (たび)に出 (で)た人 (ひと)達 (たち)の興 (きょう)を破 (やぶ)るやうな ことは致 (いた)しますまい。積極的 (せつきょくてき)に、お互 (たがひ)に喜 (よろこ)びを添 (そ)へ合 (あ)ふやうに心 (こころ)を遣 (つか)ひませう。道 (みち)で行 (い)き合 (あ)ふ人 (ひと)に、親 (しん)愛 (あい)の一言 (こと)や一瞥 (べつ)を交 (かは)しませう。赤 (あか)の他 (た)人 (にん)、路 (ろ)傍 (ぼう)の人 (ひと)にも敬愛 (けいあい)の表情 (へうぜう)を示 (しめ)すことは なんと奥床 (おくゆか)しいことでせう。
　乗 (のり)物 (もの)や宿 (やど)屋 (や)では 特 (とく)に秩 (ちつ)序 (じよ)と静 (せい)肅 (しゅく)と深切 (しんせつ)そのものにならうではありませぬか。乗 (のり)物 (もの)に於 (お)いては、他 (た)の乗客 (じようきやく)をば我 (わ)が家 (や)に請 (せう)じた大 (たい)切 (せつ)なお客 (きやく)さまと思 (おも)ひませう。そして乗 (じよう)務 (む)員 (ゐん)の勞 (ろう)苦 (く)を思 (おも)ひ、感 (かん)謝 (しや)と深 (しん)切 (せつ)の情 (ぜう)をもつてこれに 接 (せつ)しませう。宿 (やど)屋 (や)に於 (お)いても 同 (どう)様 (よう)に[、]相 (あい)客 (きやく)に對 (たい)しては勿論 (もちろん)のこと、そこの使 (し)用 (よう)人 (にん)たちにも 感 (かん)謝 (しや)の眞心 (まごころ)をもつて接 (せつ)し、これをいたはりませう。
　かういふ心掛 (こころが)けで、一つの旅 (たび)を終 (お)へたら[、]吾 (われ)等 (ら)の喜 (よろこ)びは誠 (まこと)に大 (おほ)きく、吾 (われ)等 (ら)の人格 (じんかく)は一段 (だん)と高 (たか)まつたことでせう。
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